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市民アンケート結果の概要 

 

１ 調査方法の概要 

 手法：インターネットアンケート 

 時期：令和 2年 2月 

  対象者：京都市民 1,008 件（性別及び年齢層（10 歳刻み）別に均等数をサンプリングしたうえで，集

計に当たっては，京都市の人口分布に合わせた補正を実施） 

 

２ 調査によって明らかになった主な課題 

・ ごみ問題に無関心な人が約 1割おり，若い世代ほどその割合は高い（20歳代・30歳代は約 2割）。若い

世代を中心とした無関心層へのアプローチが課題である。→3(1) 

・ 京都市の取組について，「しまつのこころ条例」でさえ 6割以上の方が「初めて聞いた」と回答しており，

取組の周知・浸透方法の改善が課題である。→3(2) 

・ リユースを実践している人の割合がリデュースやリサイクルと比べて低い。片付け時等に排出されてい

る大型ごみや持込ごみには本来リユースできるごみも多く含まれていると考えられるため，フリーマー

ケット等のリユース，シェアリングの浸透等に合わせた取組の促進が課題である。→3(3)(7) 

・ 家庭での食品ロスの発生原因について，賞味・消費期限の確認不足による期限超過が原因で発生してい

る人が約 4割おり，賞味・消費期限のこまめな確認を促すための取組が課題である。→3(4) 

・ プラスチック製容器包装と雑がみを全く分別していない人がそれぞれ約 1 割おり，若い世代ほどその割

合は高い（20歳代・30歳代では約 2割）。また，「居住しているマンションに分別排出場所がない」・「分

別排出場所がわからない」・「分別する必要があると知らなかった」と回答した人がそれぞれ約 1 割近く

おり，分別環境の整備・周知が必要である。→3(5)(6) 

・ プラスチック製容器包装について「どこまで汚れをとればいいかわからない」と回答した方が約 3 割，

雑がみについて「雑がみに該当する紙の種類がわからない」と回答した方が約 2 割おり，分別方法の周

知啓発が課題である。→3(6) 

・ 発火の危険性があるスプレー缶やリチウムイオン電池，電子タバコ等の有害危険物を燃やすごみに出し

ている人が一定数おり，分別回収の促進が課題である。→3(8) 

 

３ 主な調査結果 

（１）ごみ問題への関心について 

 



2 

（２）京都市の取組の認知度 

 

 

（３）日常生活におけるごみ減量等の取組の実施状況 
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京都市のごみ減量・分別リサイクルに関する情報を総合的に提供している情報サイト

『京都こごみネット』

マイボトル利用可能店舗を紹介する『マイボトル推奨店』や『給水スポット』の取組

ごみの収集日、ごみの分け方、資源の回収場所等を紹介する『京都市ごみ半減・こご

みアプリ』

環境学習施設 『京（みやこ）エコロジーセンター』

環境学習施設 『さすてな京都』（南部クリーンセンター第2工場併設）

市民、事業者によるごみ分別を義務化するなど、ごみの減量等に関し必要な事項を

定めた『しまつのこころ条例』

「食べ残しゼロ」を目指し、様々な工夫や努力を行っている事業者を認定する『京都市

食べ残しゼロ推進店舗認定制度』
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食事を食べ残さない

買い物袋を持参したり、商品をかばんに入れて持ち帰ったりして、レジ袋をもらわない

食べ残しがないよう食事を作りすぎない

食品を購入する前に家の冷蔵庫をよく見ておく

調理くずなどの生ごみは、捨てる前に十分に水切りをする（そもそも濡らさない、自然乾燥も含む）

食品を購入するときに、ばら売りや量り売りなど、自分で必要な数・量を選んで買う

外出のときにマイボトルを持っていく（水筒、タンブラー等含む）

商品を購入するときに、はだか売りや詰め替え商品等、容器包装の少ないものを選ぶ

電池は何回も使える充電式のものを用いる

不要な衣服、家具・家電等は、フリーマーケット、リサイクルショップ、インターネットオークションなどで売る

衣服、家具・家電等を購入する時に、リサイクルショップやフリーマーケット、インターネットオークション等を利用する

ビール等はリユースびん（お店に返せば何度も使われるびん）を選ぶ

缶・びん・ペットボトルを、きちんと分別して出す

プラスチック製の「容器や包装」を、きちんと分別して出す

牛乳パック、食品トレー等をお店や市の施設の回収箱に出す

使用済電池はお店や市の施設にある回収箱に出す

不要となった小型家電（注）は回収拠点へ持っていく

新聞（広告含む）、雑誌、段ボールは民間古紙回収業者に出す

雑がみ（包装紙、紙袋、紙箱、パンフレット、メモ用紙、封筒など）は民間古紙回収業者に出す

新聞（広告含む）、雑誌、段ボールはコミュニティ回収（集団回収）に出す

雑がみ（包装紙、紙袋、紙箱、パンフレット、メモ用紙、封筒など）はコミュニティ回収（集団回収）に出す

雑がみ（包装紙、紙袋、紙箱、パンフレット、メモ用紙、封筒など）はその他（玄関先に置いておく等）の方法で出す

新聞（広告含む）、雑誌、段ボールは回収拠点へ持ち込む

雑がみ（包装紙、紙袋、紙箱、パンフレット、メモ用紙、封筒など）は回収拠点へ持ち込む

新聞（広告含む）、雑誌、段ボールはその他（玄関先に置いておく等）の方法で出す

使用済てんぷら油を地域の回収拠点等に持参する

生ごみや落ち葉を堆肥化など、自家処理する

化学薬剤、刃物類、使い捨てライター等の有害・危険物を移動式拠点回収事業に出す

バイオプラスチックの使われた商品を利用している
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（４）食品ロスの発生原因について 

 

 

（５）「プラスチック製容器包装」や「雑がみ」の分別排出について（左図：プラ，右図：雑がみ） 

 

 

（６）「プラスチック製容器包装」や「雑がみ」の分別排出上の問題（上図：プラ，下図：雑がみ） 
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10.4%
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37.0%

13.6%

4.6%

6.5%

6.8%

8.4%
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2.2%

30.2%

食料品の品定めをしているうちに、家にあることを忘れ不要な食料品を買ってしまった

見切り品や割引商品等だったので、つい買い過ぎてしまった

まとめて買った方が安いので、量が多すぎると思いながらも買ってしまった

ばら売り等が無く適量の食料品を買えなかった

料理のメニューを細かく考えず、余分な量・種類の食料品を買ってしまった

食料品の賞味・消費期限の確認をこまめにせず、気がついたら期限が過ぎていた

冷蔵庫や野菜ストッカーのチェックをこまめにしていないので、古い食料品が貯まった

食事の準備後、食事をする予定人数に変更があった

いつもと違う食料品を購入又は調理したが、口に合わなかった

食べ残した料理を冷蔵・冷凍保存などせずに、すぐに捨てていた

家族人数の必要量より多めに料理を作り、保存期間内に食べきれなかった

贈答品、もらい物等の好みが合わない又は量が多くて食べきれなかった

家庭菜園をしており同時期大量に野菜等ができて食べきれなかった

「食品ロス」が発生しているとは思わない

7.4%

4.9%

19.6%

35.8%

30.6%

16.9%

16.5%

6.4%

6.7%

分別排出できる環境がない（居住しているマンションに排出場所がない）

分別排出場所がわからない

どのプラスチックごみが容器や包装として分別排出するべき物かわからない

分別排出するうえで、汚れをとるのが手間である

分別排出するうえで、どこまで汚れをとればいいのか分からない

分別排出するうえで、汚れをとるために水やちり紙を使うのがもったいない

分別排出のために分けてためておくのが面倒である

その他

分別する必要があると知らなかった

9.3%

6.0%

21.5%

18.6%

20.6%

5.6%

21.2%

9.3%

8.1%

分別排出できる環境がない（居住しているマンションに排出場所がない）

分別排出場所がわからない

雑がみに該当する紙の種類がわからない

分別排出するうえで，束ねる等の手間がかかる

分別排出のために分けてためておくのが面倒である

集団回収や民間古紙回収業者に渡そうとしても断られる

収集の頻度が少ない

その他

分別する必要があると知らなかった



4 

（７）一時多量ごみの整理・処分について 

 

  

 

（８）有害・危険物の家庭からの発生と処理について 

 

 

（９）ごみが関連する問題への危機感について 
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遺品整理
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市の大型ごみ収集に依頼した

クリーンセンターへ自分でごみを持ち込んだ

民間のごみ収集業者（許可業者）に収集を依頼した

資源化可能な物は古紙回収業者，家具・衣服はリユース業者等へ引き

渡した

片付けから全てを専門業者に依頼した

その他
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26.0%

24.2%
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30.7%

6.3%

19.3%

40.5%

14.9%

40.4%

2.8%

1.6%

4.3%

2.1%

2.5%

60.5%

37.8%

9.1%

23.6%

17.2%

4.9%

19.4%

12.2%

27.5%

52.9%

39.2%

11.2%

18.1%

刃物・カミソリ

塗料・溶剤

自動車用等鉛バッテリー

スプレー缶，カセット式 ガスボンベ

灯油・ガソリン等石油類

消火器

農薬・劇薬等の有毒な化学薬品類（殺虫剤，洗浄剤等を含む）

注射器等の医療器具

体温計等水銀使用製品

使い捨てライター

加熱式タバコ・電子タバコ

電気ひげ剃り等リチウムイオン電池内蔵式家電製品

リチウムイオン電池（単体）

スーパー・ホームセンター等の回収箱 左記以外の販売店へ返却 京都市の移動式回収拠点 上京リサイクルステーション 区役所・支所やまち美化事務所 専門業者へ処理を依頼 燃やすごみ

22.4%

39.6%

35.4%

23.7%

23.8%

51.2%

39.2%

39.6%

46.9%

44.1%

12.1%

10.3%

11.7%

15.3%

13.0%

14.3%

11.0%

13.2%

14.1%

19.1%

大量生産・大量消費・大量廃棄に伴う資源やエネルギーの枯渇

プラスチック等による海洋汚染

気候変動等の自然災害の増加による大量の災害ごみの発生

高齢化によるごみ出しの困難化や整理品等の多量片付けごみの発生

埋立処分地の不足（京都市内唯一の東部山間埋立処分地の残余容量の減少）

強い危機感を抱いている 少し危機感を抱いている 危機感を抱いていない わからない（知らない）
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観光客アンケート結果の概要 

 

１ 調査方法の概要 

手法：インターネットアンケート 

時期：令和 2年 2月 

対象者：1,000件（日本人：800件，中国人：100件，アメリカ人：100件）。 

2018～2019年に京都市内を訪れた京都市外在住の方。ただし，日帰りビジネス客は含めない。 

 

２ 調査によって明らかになった主な課題 

・ 市内観光地等の中で繁華街について，「汚れている」「やや汚れている」と感じている観光客が約 1 割い

た。観光・散策時には，コンビニエンスストアや駅，歩道上等の街中のごみ箱にごみを捨てる方が多く，

また，街中のごみ箱の数を増やしてほしいという意見が多く寄せられた。繁華街を中心として，ごみの

散乱の未然防止や観光・散策に伴うごみの回収促進が課題である。→3(2)(3) 

・ マイバッグ，マイボトルともに，持参した観光客の割合は半数以下であり，これらの携帯の促進が課題

である。また，マイボトルへの飲み物の補充方法について，ペットボトル飲料等を購入し移し替える人

が半数近くおり，ごみの減量のためには，給水スポットなど飲み物を補充できる環境整備もまた重要で

ある。→3(4) 

・ 旅行中，「よく食べ残した」「少し食べ残した」と回答した観光客が約 1 割おり，日本人と比べて外国人

の方がその割合が高かった（日本人 7%，中国人 26%，アメリカ人 25%）。食べ残しを減らすためには，

「求めれば持ち帰りができるようにしてほしい」「料理の注文時に量や内容がわかるようにしてほしい」

と回答する人がそれぞれ約半数おり，飲食店にこれらの対応を促すことが課題である。→3(6)(7) 

 

３ 主な調査結果 

（１）基本属性 

年齢 

 

 

旅行形態                     宿泊の有無 

 

 

3.3%

1.0%

2.7%

21.3%

31.0%

12.0%

21.3%

19.3%

48.0%

32.0%

23.4%

16.6%

14.0%

17.0%

16.4%

20.4%

6.0%

14.0%

18.3%

13.3%

1.0%

21.0%

12.8%

6.0%

3.0%

5.1%

日本人

中国人

アメリカ人

合計

２０歳未満 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上

5.3%

23.0%

17.0%

8.2%

11.5%

22.0%

14.0%

12.8%

72.3%

55.0%

69.0%

70.2%

11.0%

8.8%

日本人

中国人

アメリカ人

合計

団体パック旅行 個人・グループのパック旅行（移動・宿泊をセットで予約）

個人・グループの自由旅行（移動・宿泊を個々に予約） その他

58.6%

99.0%

88.0%

65.6%

41.4%

1.0%

12.0%

34.4%

日本人

中国人

アメリカ人

合計

宿泊した 宿泊していない（日帰り）
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（２）訪問場所の美化の状況 

 

 

（３）観光・散策時のごみの排出について 

（合計）                （日本人） 

 

（中国人）               （アメリカ人） 

 

 

（４）マイバッグ等の持参及びマイボトルへの飲み物の補充方法について 

マイバッグ等の持参状況（宿泊・日帰り別）        マイボトルへの飲み物の補充方法 

 

 

 

53.2%

49.1%

30.1%

33.1%

42.3%

36.3%

27.1%

32.8%

31.5%

35.4%

30.7%

31.6%

17.3%

16.1%

29.0%

26.6%

23.7%

24.5%

2.0%

1.4%

7.5%

3.3%

1.0%

5.6%

0.4%

0.6%

1.8%

1.5%

2.3%

2.0%

寺社仏閣（N=804）

御所・離宮・城等（N=629）

繁華街（N=840）

動物園・美術館・博物館等（N=522）

国際会議場（N=397）

竹林・河川敷等（N=664）

きれい ややきれい ふつう やや汚れている 汚れている

31.3 

20.7 

8.4 

21.0 

4.6 

28.3 

9.3 

4.9 

0.1 

20.8 

コンビニエンスストア等お店のごみ箱

駅のごみ箱

自動販売機横の回収箱

歩道上や公園等にあるごみ箱

ツアーバスのごみ回収

宿泊先のごみ箱

家のごみ箱

その他のごみ箱

ポイ捨てした

ごみは発生していない

29.3 

20.3 

6.3 

15.1 

2.5 

26.5 

10.6 

5.8 

0.1 

25.3 

コンビニエンスストア等お店のごみ箱

駅のごみ箱

自動販売機横の回収箱

歩道上や公園等にあるごみ箱

ツアーバスのごみ回収

宿泊先のごみ箱

家のごみ箱

その他のごみ箱

ポイ捨てした

ごみは発生していない

42.0 

14.0 

15.0 

63.0 

16.0 

32.0 

4.0 

1.0 

0.0 

2.0 

コンビニエンスストア等お店のごみ箱

駅のごみ箱

自動販売機横の回収箱

歩道上や公園等にあるごみ箱

ツアーバスのごみ回収

宿泊先のごみ箱

家のごみ箱

その他のごみ箱

ポイ捨てした

ごみは発生していない

37.0 

31.0 

19.0 

26.0 

10.0 

39.0 

4.0 

2.0 

0.0 

4.0 

コンビニエンスストア等お店のごみ箱

駅のごみ箱

自動販売機横の回収箱

歩道上や公園等にあるごみ箱

ツアーバスのごみ回収

宿泊先のごみ箱

家のごみ箱

その他のごみ箱

ポイ捨てした

ごみは発生していない

44.1%

36.9%

52.6%

41.6%

59.6%

14.0%

53.0%

59.3%

44.1%

52.3%

37.3%

79.9%

2.9%

3.8%

3.4%

6.1%

3.0%

6.1%

マイボトル

宿泊

マイボトル

日帰り

マイバック

宿泊

マイバック

日帰り

歯ブラシ

宿泊

歯ブラシ

日帰り

持参した 持参していない わからない・覚えていない

48.6 

26.4 

44.7 

17.5 

3.4 

10.6 

宿泊施設で補充した

飲食店で補充した

ペットボトル飲料等を購入し移し替えた

公共施設等内の給水箇所で補充した

街中の公園やトイレの水道水を補充した

その他

街中の公園等の水道水を補充した 
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（５）市内旅行中の食事場所について 

朝食（日本 565人，中国 99人，アメリカ 92人）    昼食（日本 744人，中国 100人，アメリカ 100人） 

 

間食（日本 590人、中国 79人，アメリカ 87人）    夕食・晩ご飯（日本 644人，中国 95人，アメリカ 96人） 

 

 

（６）食べ残しの発生状況及び理由について 

 

 

（合計 109人）                （日本 58人） 

 

（中国 26人）                （アメリカ 25人） 

 

63.8 

19.2 

4.6 

7.1 

10.4 

5.8 

4.0 

5.6 

宿泊施設内のレストラン（宴会場含む）での飲食

飲食店（レストラン、カフェ等）での飲食

百貨店やショッピングセンター等

施設内の飲食店での飲食

スーパー・百貨店、コンビニエンスストアの

休憩コーナーでの飲食

持込んだ食品をホテルや旅館等の客室内で飲食

その他テイクアウト食品を食べ歩き

その他

覚えていない・わからない

7.8 

74.7 

15.3 

9.4 

5.4 

9.4 

1.5 

4.4 

宿泊施設内のレストラン（宴会場含む）での飲食

飲食店（レストラン、カフェ等）での飲食

百貨店やショッピングセンター等

施設内の飲食店での飲食

スーパー・百貨店、コンビニエンスストアの

休憩コーナーでの飲食

持込んだ食品をホテルや旅館等の客室内で飲食

その他テイクアウト食品を食べ歩き

その他

覚えていない・わからない

6.6 

37.8 

15.5 

17.2 

14.0 

30.7 

0.8 

5.6 

宿泊施設内のレストラン（宴会場含む）での飲食

飲食店（レストラン、カフェ等）での飲食

百貨店やショッピングセンター等

施設内の飲食店での飲食

スーパー・百貨店、コンビニエンスストアの

休憩コーナーでの飲食

持込んだ食品をホテルや旅館等の客室内で飲食

その他テイクアウト食品を食べ歩き

その他

覚えていない・わからない

26.6 

50.2 

11.4 

8.9 

10.9 

5.9 

3.5 

5.0 

宿泊施設内のレストラン（宴会場含む）での飲食

飲食店（レストラン、カフェ等）での飲食

百貨店やショッピングセンター等

施設内の飲食店での飲食

スーパー・百貨店、コンビニエンスストアの

休憩コーナーでの飲食

持込んだ食品をホテルや旅館等の客室内で飲食

その他テイクアウト食品を食べ歩き

その他

覚えていない・わからない

0.9%

14.0%

2.1%

6.4%

26.0%

11.0%

8.8%

18.1%

47.0%

35.0%

22.7%

71.1%

27.0%

38.0%

63.4%

3.5%

2.0%

3.0%

日本人

中国人

アメリカ人

合計

よく食べ残した 少し食べ残した ほとんど食べ残さなかった 食べ残さなかった 忘れた・覚えていない

19.3 

63.3 

11.9 

14.7 

10.1 

6.4 

11.0 

16.5 

6.4 

3.7 

1.8 

味や香りが口に合わなかった

量が多かった

食べ残すことが礼儀だから

体調が悪かった

食事制限中だった

思想信条、宗教上の理由

会話に夢中だった

空腹でなかった

食べる量の少ない子供や

高齢者が一緒だった

わからない・覚えていない

その他

17.2 

60.3 

8.6 

8.6 

8.6 

1.7 

3.4 

8.6 

3.4 

5.2 

3.4 

味や香りが口に合わなかった

量が多かった

食べ残すことが礼儀だから

体調が悪かった

食事制限中だった

思想信条、宗教上の理由

会話に夢中だった

空腹でなかった

食べる量の少ない子供や

高齢者が一緒だった

わからない・覚えていない

その他

30.8 

65.4 

11.5 

23.1 

11.5 

11.5 

23.1 

30.8 

11.5 

0.0 

0.0 

味や香りが口に合わなかった

量が多かった

食べ残すことが礼儀だから

体調が悪かった

食事制限中だった

思想信条、宗教上の理由

会話に夢中だった

空腹でなかった

食べる量の少ない子供や

高齢者が一緒だった

わからない・覚えていない

その他

12.0 

68.0 

20.0 

20.0 

12.0 

12.0 

16.0 

20.0 

8.0 

4.0 

0.0 

味や香りが口に合わなかった

量が多かった

食べ残すことが礼儀だから

体調が悪かった

食事制限中だった

思想信条、宗教上の理由

会話に夢中だった

空腹でなかった

食べる量の少ない子供や

高齢者が一緒だった

わからない・覚えていない

その他
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（７）食べ残しを減らすための要望 

（合計）                     （日本人） 

 

（中国人）                   （アメリカ人） 

 

 

 

   

25.9 

47.5 

48.5 

16.9 

3.2 

量が少なめのメニューやコース

料理を用意してほしい

料理の注文・予約時に量や

内容がわかるようにしてほしい

求めれば持ち帰りができる

ようにしてほしい

客の好き嫌いや食べることが

できない食材に対応してほしい

その他

26.9 

43.9 

46.4 

13.3 

3.3 

量が少なめのメニューやコース

料理を用意してほしい

料理の注文・予約時に量や

内容がわかるようにしてほしい

求めれば持ち帰りができる

ようにしてほしい

客の好き嫌いや食べることが

できない食材に対応してほしい

その他

23.0 

78.0 

63.0 

41.0 

0.0 

量が少なめのメニューやコース

料理を用意してほしい

料理の注文・予約時に量や

内容がわかるようにしてほしい

求めれば持ち帰りができる

ようにしてほしい

客の好き嫌いや食べることが

できない食材に対応してほしい

その他

21.0 

46.0 

51.0 

22.0 

6.0 

量が少なめのメニューやコース

料理を用意してほしい

料理の注文・予約時に量や

内容がわかるようにしてほしい

求めれば持ち帰りができる

ようにしてほしい

客の好き嫌いや食べることが

できない食材に対応してほしい

その他
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事業所アンケート結果の概要 
 

１ 調査方法の概要 

  手法：郵送回収 

時期：令和 2年 1～2月（新型コロナウイルス感染症拡大による影響はまだないものと考えられる） 

  対象者：市内の事業者（有効回収数 970） 

 

２ 調査によって明らかになった主な課題 

・ 事業所から排出されるごみ量を把握していない事業所が 3 割以上あり，また，その割合は小規模な事業

所ほど高い。ごみ減量の取組の一歩として，ごみ量の把握（見える化）を促すことが課題である。→3(2) 

・ プラスチックを分別していない事業所が約 3 割，雑がみを分別していない事業所が約 4 割あり，その割

合は小規模な事業所ほど高い。分別指導の徹底が課題である。→3(3) 

・ 従業員にマイバッグやマイボトルを推奨していない事業所が約 6 割あり，従業員にマイバッグやマイボ

トルを推奨するよう促すことが課題である。→3(4) 

・ ペーパーレス化や両面コピー等の紙ごみ削減に取り組んでいない事業所が約 2 割，社員食堂等で食べ残

しが少なくなる工夫をしていない事業所が約 3割あり，これらの取組を促すことが課題である。→3(5) 

・ 食品関連事業者のうち，特に飲食店とホテル・旅館について，食品リサイクルに取り組んでいない割合

が高く（飲食店 81%，ホテル・旅館 65%），食品リサイクルの促進が課題である。また，食べ残し持ち

帰り用の容器を用意していない飲食店が約 6割あり，食べ残しの持ち帰りの促進が課題である。→3(6)(8) 

 

３ 主な調査結果 

（１）基本属性 

（業種）                    （事業所の形態） 

 

事業所の規模（従業員数） 

事業所の規模（従業員数） 割合（%） 

1～9人 36.5 

10～29人 11.9 

30～99人 11.8 

100人以上 33.2 

無回答 6.6 

 

建設業, 4.8%

製造業, 13.2%

電気・ガス・

熱供給・水道業, 1.0%

運輸業（鉄道業

・旅客運送業）, 3.6%

運輸業（貨物運

送業・倉庫業等）, 1.4%

情報通信業, 1.9%

飲食業, 5.6%

ホテル・旅館等宿泊

業, 1.6%

卸売業, 4.0%

小売業, 14.9%

金融・保険業, 2.7%

不動産業, 4.2%

教育・学習支援業, 

6.5%

医療・保健衛生, 8.9%

社会保険・社会福

祉・介護事業, 4.7%

サービス業, 15.2%

公務, 4.6%

その他, 0.2%
無回答, 0.8%

飲食店・レストラン, 5.9%

食料品小売店

（八百屋，パン屋等）, 

3.6%

スーパー・百貨店, 3.5%

コンビニエンスストア, 

0.5%

食料品以外の小売店（日

用品等物品販売店等）, 6.0%

ホテル・旅館, 1.8%

美術館・水族館，映画

館，会議場，スポーツ

施設等集客施設, 1.4%事務所・営業所（建設

業，製造業，運輸業等

の管理・事務部門）, 

41.5%

製造，運送，作業，

倉庫等の現業部門, 

13.2%

医療・保健衛生、

社会保険・福祉・介護, 

13.6%

社会保険・

福祉・介護, 9.0%
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（２）ごみ量の把握について 

 

 

（３）取り組んでいる分別品目について 

 

 

（４）従業員へのマイバッグやマイカップ，マイボトルの利用の推進について 

 

 

 

重量の計量や袋

数を自社で数え

て把握している, 

26.6%

ごみ収集業者（許可

業者）に聞くなどして

把握している, 38.2%

していない, 

32.5%

無回答, 2.7%

30.1%

17.5%

22.6%

28.7%

59.0%

51.8%

31.3%

17.2%

10.9%

29.8%

45.2%

50.4%

0.9%

0.9%

3.7%

100 人以上

（N=322）

30- 99人

（N=114）

10- 29人

（N=115）

1-9 人

（N=355）

重量の計量や袋数を自社

で数えて把握している

ごみ収集業者（許可業者）に

聞くなどして把握している

していない 無回答

87.7%

30.2%

43.4%

73.7%

77.6%

78.8%

66.0%

23.7%

63.5%

4.9%

6.9%

一般古紙（ダンボール等）

色白紙（ＯＡ用紙等）

機密書類

びん

缶

ペットボトル

プラスチック類

食品残さ

雑がみ（紙袋，チラシなど）

その他

無回答

96.9

51.9

73.3

85.7 90.4 90.4

78.6

36.3

87.0

7.5

1.2

92.1

39.5

55.3

78.1
82.5 86.8

76.3

29.8

77.2

2.6

1.8

87.8

28.7

40.0

68.7 75.7
80.0

57.4

18.3

60.0

6.1

6.1

79.7

10.1

15.8

66.2 68.2
67.3

55.5

11.5

41.7

2.8

12.4

0

20

40

60

80

100

一
般
古
紙
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
）

色
白
紙
（
Ｏ
Ａ
用
紙
等
）

機
密
書
類

び
ん

缶 ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

食
品
残
さ

雑
が
み
（
紙
袋
，
チ
ラ
シ
等
）

そ
の
他

無
回
答

100 人以上（N=322） 30- 99人（N=114） 10- 29人（N=115） 1-9 人（N=355）

している, 19.1%

ある程度

している, 19.0%

していない, 58.5%

無回答 , 3.5%

14.3%

12.3%

11.3%

28.7%

14.9%

17.5%

22.6%

22.0%

70.8%

70.2%

65.2%

43.1%

0.0%

0.0%

0.9%

6.2%

100 人以上

（N=322）

30- 99人

（N=114）

10- 29人

（N=115）

1-9 人

（N=355）

している ある程度している していない 無回答
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（５）事業所で取り組んでいるごみ減量対策（全事業所） 

 

 

（６）飲食店・レストランで取り組んでいるごみ減量対策（57店） 

 

28.9%

52.1%

20.2%

71.4%

47.6%

52.6%

52.5%

42.8%

60.6%

36.7%

85.1%

34.5%

48.1%

32.8%

56.9%

10.6%

37.9%

30.9%

19.2%

34.9%

22.4%

30.5%

5.7%

9.8%

17.8%

11.8%

19.2%

12.9%

9.4%

13.1%

21.9%

17.6%

15.4%

25.5%

6.3%

44.2%

5.2%

3.4%

3.7%

5.1%

5.1%

3.4%

6.5%

4.6%

1.5%

7.3%

2.9%

11.4%

ペーパーレス化に積極的に取り組ん

でいますか

ＯＡ用紙の裏面利用をしていますか

コピーは必ず両面コピーしていますか

コピーのトナーやカートリッジは再生

ルートに渡していますか

事務用品を修理して使うなどしていま

すか

お茶・コーヒー等は，紙コップ等でなく

マイカップですか

社員（又は学生）の身近な所に古紙回

収ボックスがありますか

再生コピー紙，再生筆記用具等を

使っていますか

社員（又は学生）食堂では使い捨て食

器を削減していますか

社員（又は学生）食堂で食べ残しが少

なくなる工夫はしていますか

自動販売機の空き容器の回収を納入

業者に求めていますか

古紙類を，周辺事業所等と共同で回

収，リサイクルしていますか

している ある程度している していない 無回答

49.1%

49.1%

5.3%

43.9%

57.9%

29.8%

52.6%

24.6%

35.1%

33.3%

52.6%

15.8%

31.6%

36.8%

5.3%

33.3%

17.5%

19.3%

19.3%

31.6%

21.1%

3.5%

31.6%

1.8%

15.8%

10.5%

86.0%

19.3%

14.0%

43.9%

26.3%

38.6%

36.8%

61.4%

14.0%

80.7%

3.5%

3.5%

3.5%

3.5%

10.5%

7.0%

1.8%

5.3%

7.0%

1.8%

1.8%

1.8%

食べ残しが少なくなるようなメニュー

の工夫をしていますか

調理方法を改善する等，調理くずを

減らす取組を行っていますか

生ごみから作った堆肥で育てた野菜

の食材としての利用していますか

過去の売り上げデータを食材仕入れ

に活用していますか

使い捨ての食器の使用を極力少なく

していますか

使い捨てプラスチック製品の使用抑

制

（代替品利用を含む）をしていますか

紙ふきんでなく，布ふきんを使ってい

ますか

食材仕入れ用の容器に通い箱を

使っていますか

砂糖等は個包装でなく，シュガーポッ

ト等を使用していますか

食べ残し持ち帰り用の容器（ドギー

バッグ）を用意していますか

食品廃棄物の水切りによるごみ減量

をしていますか

食品廃棄物の堆肥化等リサイクルを

していますか

している ある程度している していない 無回答
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（７）食料品小売店，スーパー・百貨店，コンビニエンスストアで取り組んでいるごみ減量対策（74店） 

 

 

（８）ホテル・旅館で取り組んでいるごみ減量対策（17店） 

 

54.1%

55.4%

18.9%

62.2%

33.8%

25.7%

8.1%

44.6%

41.9%

48.6%

45.9%

36.5%

43.2%

20.3%

16.2%

18.9%

8.1%

18.9%

28.4%

24.3%

8.1%

29.7%

9.5%

33.8%

18.9%

17.6%

29.7%

28.4%

21.6%

16.2%

62.2%

9.5%

24.3%

36.5%

68.9%

17.6%

28.4%

5.4%

21.6%

28.4%

9.5%

33.8%

8.1%

9.5%

10.8%

9.5%

13.5%

13.5%

14.9%

8.1%

20.3%

12.2%

13.5%

17.6%

17.6%

17.6%

ばら売り，量り売り等を導入しています

か

売れ残り食料品の削減に取り組んでい

ますか

マイバッグを持参した来店客に値引き

等特典を提供していますか

過去のデータを分析し，商品仕入調整

等に取り組んでいますか

３分の１ルールの見直しに取り組んでい

ますか

食品廃棄物の堆肥化等リサイクルをし

ていますか

生ごみから作った堆肥で育てた野菜を

販売していますか

レジ袋削減の取組をしていますか

箸等が必要かどうか，買い物客に声か

けをしていますか

できる限り商品への包装の簡素化に取

り組んでいますか

食料品の仕入れに通い箱を使っていま

すか

紙パックやペットボトル等資源物の店頭

回収を実施していますか

余分なチラシの削減等に努めています

か

紙製食品トレイへの切替えや食品トレイ

の使用削減の取り組んでいますか

している ある程度している していない 無回答

47.1%

47.1%

29.4%

29.4%

11.8%

23.5%

5.9%

52.9%

41.2%

29.4%

29.4%

23.5%

11.8%

5.9%

23.5%

23.5%

29.4%

11.8%

52.9%

41.2%

41.2%

41.2%

23.5%

47.1%

47.1%

17.6%

11.8%

47.1%

35.3%

41.2%

5.9%

17.6%

29.4%

11.8%

23.5%

41.2%

17.6%

76.5%

17.6%

5.9%

17.6%

47.1%

52.9%

29.4%

47.1%

29.4%

64.7%

5.9%

11.8%

5.9%

5.9%

5.9%

17.6%

17.6%

5.9%

5.9%

5.9%

5.9%

11.8%

11.8%

11.8%

5.9%

5.9%

アメニティグッズの簡素化等に取り組ん

でいますか

連泊客に対するタオル交換の抑制の取

り組みはしていますか

食べ残しが少なくなるようなメニューの

工夫はしていますか

宴会場等からの食品廃棄物の削減の

取り組みをしていますか

客室に，捨てるごみと資源等分別用の

ごみ箱を設置していますか

バイキングによって発生する食品廃

棄物の削減に取り組んでいますか

生ごみから作った堆肥で育てた野菜

を食材として利用していますか

使い捨ての食器の使用を極力少なくし

ていますか

紙ふきんでなく，布ふきんを使っていま

すか

食材仕入れ用の容器に通い箱を使って

いますか

砂糖等は個包装でなく，シュガーポット

等を使用していますか

土産物包装に再生紙を使っていますか

できる限り土産品等の包装の簡素化に

取り組んでいますか

ホテル・旅館内の売店でのレジ袋削減

の取組をしていますか

食品廃棄物の水切りによるごみ減量を

していますか

食品廃棄物の堆肥化等リサイクルをし

ていますか

している ある程度している していない 無回答


